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第３０回オリンピック競技大会（２０１２／ロンドン） 
日本代表選手選考要項 

 
１．選考競技会 

（１）一般種目（男女） 

・第１３回世界陸上競技選手権大会（２０１１／テグ） 

・２０１２年日本グランプリシリーズ 

・ゴールデングランプリ川崎（２０１２／川崎） 

・第９６回日本陸上競技選手権大会・混成競技（２０１２／長野） 

・第９６回日本陸上競技選手権大会（２０１２／大阪） 

 
（２）マラソン 

①男子 

   ・第１３回世界陸上競技選手権大会（２０１１／テグ） 

   ・第６５回福岡国際マラソン選手権大会（２０１１／福岡） 

   ・東京マラソン２０１２（２０１２／東京） 

   ・第６７回びわ湖毎日マラソン大会（２０１２／大津） 

②女子 

   ・第１３回世界陸上競技選手権大会（２０１１／テグ） 

   ・第３回横浜国際女子マラソン大会（２０１１／横浜） 

   ・第３１回大阪国際女子マラソン大会（２０１２／大阪） 

   ・名古屋ウィメンズマラソン２０１２（２０１２／名古屋） 

 
（３）競歩種目 

①男子 

   ・第１３回世界陸上競技選手権大会（２０１１／テグ） 

   ・第５０回全日本５０ｋｍ競歩高畠大会（２０１１／高畠） 

   ・第９５回日本陸上競技選手権大会・２０ｋｍ競歩（２０１２／神戸） 

   ・第３６回全日本競歩能美大会（２０１２／能美） 

   ・第９６回日本陸上競技選手権大会・５０ｋｍ競歩（２０１２／輪島） 

②女子 

   ・第１３回世界陸上競技選手権大会（２０１１／テグ） 

   ・第９５回日本陸上競技選手権大会・２０ｋｍ競歩（２０１２／神戸） 

   ・第３６回全日本競歩能美大会（２０１２／能美） 



 

- 2 - 

２．選考基準 

（１）一般種目 

  ①参加標準記録Ａを突破し、第１３回世界陸上競技選手権大会（２０１１／テグ）で入賞した競技

者の中で、各種目の日本選手最上位者１名を代表選手とする。 

  ②上記①項以外の選考については、参加標準記録Ａを突破し、第９６回日本陸上競技選手権大会で

優勝した競技者を代表選手とする。 

③上記①②項以外の選考については、参加標準記録ＡあるいはＢを突破し、第９６回日本陸上競技

選手権大会及びその他の選考競技会で上位入賞した競技者の中から、本大会で活躍が期待される

競技者を代表選手とする。 

④リレー種目の出場要件を満たした場合、リレーの代表選手は、選考競技会の成績により選考するが、 

リレーの特性を考慮するものとする。 

（２）マラソン 

①参加標準記録Ａを突破し、第１３回世界陸上競技選手権大会（２０１１／テグ）男女マラソンの

３位以内入賞者の中で、日本選手各最上位者１名を代表とする。 

②上記①項以外の男女マラソン代表選手は、参加標準記録Ａを突破し、各選考競技会の日本選手 

上位者の中から本大会で活躍が期待される競技者を代表選手とする。 

（３）競歩種目  

  ①参加標準記録Ａを突破し、第１３回世界陸上競技選手権大会（２０１１／テグ）で入賞した競技

者の中で、各種目の日本選手最上位者１名を代表選手とする。 

②上記①項以外の選考については、第９５回日本陸上競技選手権大会・２０ｋｍ競歩及び、第９６

回日本陸上競技選手権大会・５０ｋｍ競歩で、男子２０ｋｍ競歩「１時間２０分２９秒以内」、

女子２０ｋｍ競歩「１時間２９分５９秒以内」、男子５０ｋｍ競歩「３時間５１分５９秒以内」

の記録で、優勝した競技者を代表選手とする。 

③上記①②項以外の選考については、参加標準記録Ａを突破し、選考競技会で上位入賞した競技者

の中から、本大会で活躍が期待される競技者を代表選手とする。 

 
３．選考方法 

（１）一般種目・競歩種目 

  ①選考基準①②項による内定は、該当する成績を収めた時点とする。 

  ②上記①項以外は、選考基準に則り全ての選考競技会終了後、理事会において選考（内定）される。 

（２）マラソン 

  ①選考基準①項による内定は、該当する成績を収めた時点とする。 

  ②上記①項以外は、選考基準に則り全ての選考競技会終了後、理事会において選考（内定）される。 
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４．エントリールール（２０１１年４月１５日ＩＡＡＦ発表） 

（１）参加標準記録有効期間 

①２０１１年１月１日～２０１２年７月８日：１００００ｍ、マラソン、競歩、混成競技 

②２０１１年５月１日～２０１２年７月８日：他の全ての個人種目 

③２０１１年１月１日～２０１２年７月２日：リレー（上位１６チーム選抜の記録の期限） 

（２）個人種目のエントリー 

個人種目の参加標準記録突破者（Ａ標準記録、Ｂ標準記録）は、次の組み合わせでエントリーが可

能である。エントリーは４名まで可能だが出場できるのは最大３名となる。 

   Ａ 

    ＡＡ 

    ＡＡＡ 

    ＡＡＡＡ（出場できるのは３名。１名は補欠扱い） 

    Ｂ 

    ＢＢ（出場できるのは１名。１名は補欠扱い） 

（３）リレー種目のエントリー 

リレーの出場資格は、 有効期間内にナショナルチームがマークした上位２つの記録合計のよい順

で１６カ国に資格が与えられる。最終ランキングは、ＩＡＡＦのホームページで発表されるとともに、

対象国に連絡がある。記録が有効となるレース条件として３カ国以上の出場が必要である。 

最大６名をエントリーできるが、同じ距離の個人種目（４×１００ｍでは１００ｍ、４×４００ｍ

では４００ｍ）にエントリーしている選手は必ずリレーのリストに含まれなくてはならない。 

ただし実際に走るのは、この６名でなくとも大会に出場していれば誰でも可能である。 

 
５．補足 

（１）参加標準記録の有効期限は、ＩＡＡＦ公表の基準に従う。ただし、選手選考における参加標準記

録の有効期間は、代表の最終決定時までとする。 

（２）派遣人数枠は、派遣団体である公益財団法人日本オリンピック委員会（以下「ＪＯＣ」という）

により決定され、代表選手の正式決定は、ＪＯＣ理事会による。 

（３）本大会までに故障等により、競技力を発揮できない事態が生じた場合は代表を取消すことがある。

なお、男女マラソン種目については、代表選手の内定から本大会までの期間が長いことに配慮し、

男女各１名の補欠を選考し、ＪＯＣエントリー締切日までに正選手に故障などが生じた場合は、

補欠が正選手となり本大会に出場する。 

（４）本大会は、２０１２年８月３日から１２日までロンドン（英国）で行われる。 
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第３０回オリンピック競技大会（２０１２／ロンドン） 
 

〔参加標準記録〕 

男 子 
種 目 

女 子 

Ａ Ｂ Ａ Ｂ 

１０″１８ １０″２４ １００ｍ １１″２９ １１″３８ 

２０″５５ ２０″６５ ２００ｍ ２３″１０ ２３″３０ 

４５″３０ ４５″９０ ４００ｍ ５１″５５ ５２″３５ 

１′４５″６０ １′４６″３０ ８００ｍ １′５９″９０ ２′０１″３０ 

３′３５″５０ ３′３８″００ １５００ｍ ４′０６″００ ４′０８″９０ 

１３′２０″００ １３′２７″００ ５０００ｍ １５′２０″００ １５′３０″００ 

２７′４５″００ ２８′０５″００ １００００ｍ ３１′４５″００ ３２′１０″００ 

２゜１５′００″ ２゜１８′００″ マラソン ２゜３７′００″ ２゜４３′００″ 

８′２３″１０ ８′３２″００ ３０００ｍＳＣ ９′４３″００ ９′４８″００ 

１３″５２ １３″６０ １１０ｍＨ／１００ｍＨ １２″９６ １３″１５ 

４９″５０ ４９″８０ ４００ｍＨ ５５″５０ ５６″６５ 

２ｍ３１ ２ｍ２８ 走高跳 １ｍ９５ １ｍ９２ 

５ｍ７２ ５ｍ６０ 棒高跳 ４ｍ５０ ４ｍ４０ 

８ｍ２０ ８ｍ１０ 走幅跳 ６ｍ７５ ６ｍ６５ 

１７ｍ２０ １６ｍ８５ 三段跳 １４ｍ３０ １４ｍ１０ 

２０ｍ５０ ２０ｍ００ 砲丸投 １８ｍ３０ １７ｍ２０ 

６５ｍ００ ６３ｍ００ 円盤投 ６２ｍ００ ５９ｍ５０ 

７８ｍ００ ７４ｍ００ ハンマー投 ７１ｍ５０ ６９ｍ００ 

８２ｍ００ ７９ｍ５０ やり投 ６１ｍ００ ５９ｍ００ 

８２００ ７９５０ 十種／七種 ６１５０ ５９５０ 

１゜２２′３０″ １゜２４′３０″ ２０ｋｍ競歩 １゜３３′３０″ １゜３８′００″ 

３゜５９′００″ ４゜０９′００″ ５０ｋｍ競歩 ― ― 

トップ１６カ国 ４×１００ｍ トップ１６カ国 

トップ１６カ国 ４×４００ｍ トップ１６カ国 

 


